
◎ 平成２０年度一般会計予算の概要 

 

（１）予算規模 

一般会計の当初予算総額は、前年度比３．０％（９億３千万円）増の３１５億６千万

円となっています。 

増額の要因は市税収入の増や、公的資金の補償金免除繰上償還に係る償還金及び借換

債の計上によるものなどです。 

  

（２）歳  入  

○ 市税は、前年度（１８１億７，８００万円）に比べ５億９，９４７万円 （３．３％）

増の１８７億７，７４７万円で、当初予算としては過去最高となりました。これは、

個人市民税１億６，７１５万円の増、法人市民税９，７５８万円の増、固定資産税２

億５，５９２万円の増等によるものです。 

 

○ 地方特例交付金は、住宅借入金税額控除による個人住民税の減収額を補てんするため

の制度改正があり、前年度に比べ３，０００万円（２０．０％）増の１億８，０００

万円となっています。 

 

○ 地方交付税は、前年度に比べ１億円（△１４．３％）減の６億円となっています。 

 

○ 国・県支出金は、４２億６，３１５万円で前年度（４２億８，５４２万円）に比べ２，

２２７万円（△０．５％）の減となっています。 

 

○ 財産収入は、前年度から８９．３％減の１，０９７万円となっています。これは、前

年度に計上されていた市有地の売払収入（９，０００万円）がなくなったためです。 

 

○ 繰入金は、財政調整基金の取崩しとして６億円計上しました。前年度（３億３，５０

０万円）に比べ、２億６，５００万円（７９.１％）の増となっています。 

 

○ 市債は、２２億７，３６０万円で、前年度（１９億８，９６０万円）に比べ２億８，

４００万円（１４．３％）の増となっています。普通建設事業債については、１，９

６０万円減の９億円、臨時財政対策債は７，０００万円減の１０億円ですが、退職手

当債を新たに１億円、また公債費負担の軽減を図るための借換債を２億７，３６０万

円発行することにより、前年度に対して大きく増となりました。なお、借換債を除く

と、対前年度０．５％の増となります。 

 

 

 



  
 

2 

 

（３）歳    出 

○ 総務費は、４２億５，７３８万円で、前年度に比べ１．３％の減となりました。主な

要因は、参議院議員、県知事及び県議会議員選挙費の減などです。 

 

○ 民生費は、１００億６，１７９万円で、前年度比１．６％の増となっています。これ

は、後期高齢者医療制度関連経費（５億６，９２２万円）、保育所給食調理業務等の

民間委託費（２，０５０万円）が増えたことや、老人保健特別会計繰出金（４億７，

３３０万円）が減少したことなどによるものです。 

 

○ 衛生費は、前年度比２．５％増の２５億３，０１１万円となりました。妊婦検診を２

回から５回へ拡充したこと（２，９８６万円）、中学１年生・高校３年生相当年齢者

への麻しん・風しん予防接種にかかる費用（２，１１３万円）を計上したことなどに

よるものです。 

 

○ 土木費は、４２億７，７５６万円で、前年度に比べ１．９％の増となっています。増

額の主な要因は、三郷スマートＩＣ整備関連経費（９，４００万円）や排水機場中央

監視設備工事費（３，２００万円）、栄調節池及び新和調整池上部の公園整備（８，

５００万円）、つくばエクスプレス側道等整備工事費（６，４００万円）などです。 

 

○ 消防費は、１４億３，４４９万円で、前年度比３．３％の増となっています。これは、

消防車両購入費等の増によるものです。 

 

○ 教育費は、３２億８，８０８万円で、前年度に比べ３．７％の増となります。主な増

要因は、立花小学校校舎耐震補強工事（６，９５０万円）、図書館のシルバー脳力ア

ップ事業等の図書購入費（４６２万円）などです。 

 

○ 公債費は前年度比１２．５％増の、４７億１，９５４万円となっています。これは、

土地開発公社から買戻した総合運動場用地の元金償還費が２億６，６３３万円増加し

たことなどによるものです。なお、既発行債の借換えに伴う繰上償還費を除くと６．

７％の増となります。 


